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よ
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稲
城
市
立
平
尾
小
学
校
な
か
よ
し
学
級
の
皆
さ
ん
の
作
品
で
す
。

　

市
内
に
は
由
緒
あ
る
神
社
が
各
地

区
に
残
っ
て
い
ま
す
。
神
社
の
歴
史

は
様
々
で
す
が
、
今
回
は
古
事
記
や

日
本
書
紀
な
ど
の
古
代
神
話
か
ら
見

た
市
内
の
神
社
に
つ
い
て
の
講
演
で

す
。

▽
期
日　

5
月　

日　
21

（土）

▽
時
間　

午
前　

時
〜
正
午

10

▽
会
場　

市
役
所
6
0
3
会
議
室

▽
講
師　

今
尾　
 
佳  
生 
氏
（
玉
川
大

よ
し 

お

学
教
育
学
部
准
教
授
）

▽
対
象　

一
般
市
民

▽
参
加
費　

無
料

▽
申
込
・
問
合
せ　

生
涯
学
習
課

郷
土
資
料
室
講
座

「
稲
城
の
神
社
と

　

日
本
神
話
の

世
界
」

表２

テーマ

①情報社会
②国際社会
③高齢社会
④福祉
⑤環境
⑥安心・安全な
　社会
⑦教育
⑧ストレス社会
⑨人権

　

平
尾
の
古
民
家
の
復
原
作
業
が

終
了
し
ま
し
た
。
復
原
作
業
は
、

母
屋
の
接
客
用
玄
関
な
ど
の
傷
み

の
激
し
い
部
分
を
中
心
に
行
い
ま

し
た
。
学
校
や
団
体
で
の
見
学
希

望
が
あ
れ
ば
随
時
受
け
付
け
ま
す

の
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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　この講座は、市民のみなさんから、様々な企画を提案いただき、公民館職
員と共に講座を作り上げる公民館主催講座です。新しい体験や学びができる
提案をお待ちしています。

▽講座までの流れ　表1（下記）のとおり

▽テーマ　表2（下記）のとおり

▽開講時期　概ね8月～24年2月予定（各館の行事予定により異なります。
また保育付は9月からとなります。）

▽講座回数　オリエンテーション、まとめを含め3～7回

▽提案方法　各公民館にある企画提案書を期日までに提出

▽申込期間　5月17日（火）～6月1日（水）

▽申込・問合せ　各公民館

表１

企画提案から講座開講までの流れ

～講座開講～
提案者と公民館が企画内容を協議して、

共に運営し開講します。

公民館運営審議会にて企画提案内容審議

公民館長が企画決定

企画提案書の提出

学びたい・
知りたいことを講座に！

～市民企画提案による公民館主催講座～
変更する施設

備　考問い合わせ利用時間適用月日施　設
夜間時間帯の予約
は5月15日午前9
時から受付

各文化センター
午前9時～午後9時
※日曜日、祝日、第二・
第四月曜日は通常どおり

5月18日～公民館

夜間時間帯の予約
は5月15日午前9
時から受付

ｉプラザ
午前9時～午後10時

6月  1  日～

生涯学習
エリア

ｉ
プ
ラ
ザ 午前9時～午後8時児童青少年
エリア

停電時及びその前
後約1時間は閉館

中央図書館
午前9時～午後8時

中央図書館図
書
館 ｉプラザ図書館ｉプラザ
図書館

夜間時間帯の予約
は5月15日午前9
時から受付

城山体験学習館午前9時～午後8時城山体験学習館

夜間時間帯の予約
は5月15日午前10
時から受付
照明・ナイター設
備使用可

ふれんど平尾受付午前10時～午後9時5月18日～生涯学習
エリア

ふ
れ
ん
ど
平
尾

体育課午前8時～午後9時5月16日～体育館・
グラウンド

夜間時間帯の予約
は5月16日午前9
時から受付
照明・ナイター設
備使用可

総合体育館

午前9時～午後9時30分5月16日～総合体育館

午前9時～午後9時

5月16日～

若葉台公園
多目的広場

午前6時～午後8時
（大丸・北緑地は通常どおり）

市立公園内
テニスコート

夜間時間帯の予約
は5月16日午前10
時から受付
照明・ナイター設
備使用可

体育課午前8時～午後9時
学校開放
（体育館・クラブ
ハウス・校庭）

※電力需給の逼迫、地震の影響により変更になる場合があります。
※停電時は会場やトイレの使用ができない場合があります。

社会教育関連施設の利用時間の変更について
　利用者の皆様の利便性を図るため、広報「いなぎ」５月１日号でお知らせした公共施
設の利用時間を下表のとおり変更します。
　各施設とも照明、空調機器等の使用は最小限とさせていただきますので、ご利用の際
には、節電にご配慮ください。皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

▽場所　稲城市平尾2丁目45番地19

▽復原作業の内容
　○接客用玄関の修復　○西側の軒先・土台の修復
　○母屋内部の床・畳の修復

▽問合せ　生涯学習課

▲

建
築
当
初
の
平
面
図

▼穴澤天神社



中央文化センター［東長沼］ 
（中央公民館） 

1377－2121
6379－0491

第一児童館 
1377－8712

第二文化センター［矢野口］ 
（第二公民館） 
（老人福祉館） 
（第二児童館） 

1378－0567
6378－0568

第三文化センター［平　尾］ 
（第三公民館） 
（第三児童館） 

1331－0230
6331－0229

第四文化センター［東長沼］ 
（第四公民館） 
（第四児童館） 

1377－4406
6377－4488

城山文化センター［向陽台］ 
（城山公民館） 
（城山児童館） 

1379－5411
6379－5288

総合体育館 
1331－7151
6331－7181

生涯学習課・体育課 
1378－2111
6379－3600

命
の
尊
さ
・
大
切
さ
を

地
域
に
伝
え
よ
う

「
誕
生
学
」の
講
座
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
？

　

知
的
障
害
の
あ
る
方
や
身
体
に
障

害
の
あ
る
方
と
と
も
に
ス
ポ
ー
ツ
を

楽
し
み
な
が
ら
交
流
を
深
め
る
事
業

で
す
。
今
年
も
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

吹
矢
を
行
い
ま
す
。

▽
期
日　

6
月　

日　
12

（日）

▽
時
間　

午
前
9
時
〜
正
午　

▽
会
場　

稲
城
第
三
小
学
校
体
育
館

▽
内
容　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
吹
矢

▽
対
象　

市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤

の
小
学
生
以
上
の
方

▽
参
加
費　

無
料

▽
持
ち
物　

タ
オ
ル
、
飲
物
、
室
内

履
き
※
運
動
の
で
き
る
服
装
で
ご
参

加
下
さ
い
。

▽
申
込
方
法　

社
会
福
祉
協
議
会
の

窓
口
か
電
話
に
て
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。

　

太
極
拳
は
血
液
の
流
れ
を
促
す
だ

け
で
な
く
、
自
律
神
経
の
活
動
も
促

進
さ
せ
ま
す
。
調
息
、
調
身
、
調
心

の
安
定
を
は
か
り
、
い
つ
で
も
ど
こ

で
も
気
楽
に
で
き
る
健
康
運
動
で
す
。

呼
吸
に
合
わ
せ
て
ゆ
っ
く
り
体
を
動

か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
期
日　

6
月
8
日
・　

日
・　

日
・

15

22

　

日
（
毎
週
水
曜
日
・
全
4
回
）

29▽
時
間　

午
前　

時
〜　

時
半

10

11

▽
会
場　

総
合
体
育
館

▽
講
師　

赤
見　

次
子
氏

▽
対
象　
　

歳
以
上
の
市
内
在
住
・

50

在
勤
の
方

　

子
育
て
中
の
母
親
に
近
年
大
人
気

の
「
誕
生
学
」
。
自
分
や
子
ど
も
の

誕
生
を
通
じ
て
、
「
い
の
ち
っ
て
す

ご
い
！
」
と
い
う
こ
と
を
あ
ら
た
め

て
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
回
は
、
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
の
一
回
を
公
開
講
座
と
し
て

み
な
さ
ま
に
ご
案
内
し
ま
す
！

▽
期
日　

6
月
9
日　
（木）

▽
時
間　

午
前　

時
〜
正
午

10

▽
会
場　

第
四
文
化
セ
ン
タ
ー

▽
対
象　

成
人
（
保
育
付
講
座
で
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
未
就
学
の
お
子

さ
ま
と
ご
一
緒
の
際
に
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
）

▽
申
込
期
限　

5
月　

日　
30

（月）

▽
そ
の
他　

運
営
の
お
手
伝
い
、
障

害
の
あ
る
方
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い

た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
し
て
い
た
だ
け
る
方
は
社
会
福

祉
協
議
会
の
窓
口
か
電
話
に
て
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

体
育
課
又
は
社
会
福
祉

協
議
会
1（　

）2
4
8
0

370

　

音
楽
に
合
わ
せ
て
体
を
ゆ
っ
く
り

動
か
す
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
生
ま
れ
の

高
齢
者
向
け
体
操
で
す
。
ボ
ー
ル
を

使
っ
た
り
し
な
が
ら
、
無
理
な
く
で

き
る
体
操
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
参
加
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

▽
期
日　

6
月
3
日
〜
3
月
2
日

（
原
則
と
し
て
第
一
・
第
三
金
曜
日
・

全　

回
）

18
▽
時
間　

午
後
1
時
半
〜
2
時
半

▽
会
場　

老
人
福
祉
館
（
第
二
文
化

セ
ン
タ
ー
内
）

▽
講
師　

石
坂　

淑
子
氏
（
ス
ポ
ー

ツ
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
）

▽
対
象　
　

歳
以
上
の
市
民

60

▽
定
員　
　

名
（
先
着
順
）

50

▽
申
込
方
法　

5
月　

日　

午
前　

18

（水）

10

時
か
ら
受
付
（
来
館
者
優
先
）

▽
申
込
・
問
合
せ　

老
人
福
祉
館

太
極
拳
入
門

 
息 
き 
息 
き
長
寿
体
操

い 

い

参  
加  
者  
募  
集

▽
講
師　

永
野　
 
清  
歌 
氏
（
バ
ー
ス

さ
や 

か

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

▽
参
加
費　

無
料

▽
定
員　
　

名
（
先
着
順
）

30

▽
申
込
期
間　

5
月　

日　

午
前　

17

（火）

10

時
〜　

日　

午
後
5
時

31

（火）

▽
申
込
・
問
合
せ　

第
四
公
民
館

ふ
れ
あ
い

ス
ポ
ー
ツ

ふ
れ
あ
い

ス
ポ
ー
ツ

▽
定
員　
　

名
（
先
着
順
）

20

▽
参
加
費　

無
料

▽
持
ち
物　

タ
オ
ル
、
飲
物
、
室
内

履
き
（
基
本
的
に
は
裸
足
で
す
が
必

要
な
方
は
各
自
ご
持
参
く
だ
さ
い
）

※
運
動
の
で
き
る
服
装
で
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

▽
申
込
方
法　

体
育
課
の
窓
口
か
電

話
に
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

5
月　

日　
25

（水）

▽
申
込
・
問
合
せ　

体
育
課

■
教
育
委
員
会

第
4
回
定
例
会
＝
4
月　

日
19

1
、
教
育
行
政
報
告　

2
、
議

案
（
可
決
）
採
択
陳
情
の
処
理

の
経
過
及
び
結
果
に
つ
い
て
、

稲
城
市
社
会
教
育
委
員
の
委
嘱

に
つ
い
て
、
稲
城
市
立
図
書
館

協
議
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て 

3
、
報
告
事
項

第
5
回
定
例
会
＝
5
月　

日
31

【
問
合
せ
】
教
育
部
学
校
教
育

課
（
内
線　

）
617

■
青
少
年
委
員
会　

5
月　

日
12

　

平
成　

年
度
年
間
計
画
に
つ

23

い
て

■
社
会
教
育
委
員
の
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　

5
月
9
日

　

社
会
教
育
関
係
団
体
補
助
金

に
つ
い
て

■
体
育
指
導
委
員
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　

5
月　

日
12

　

ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
等
に
つ

い
て

■
公
民
館
運
営
審
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　

4
月　

日
26

　

事
業
報
告
・
計
画
等
に
つ
い

て

　

「
誕
生
学
」
は
、
自
分
が
ど
ん
な

風
に
お
母
さ
ん
の
お
腹
の
中
で
成
長

し
て
き
た
の
か
、
ど
ん
な
力
を
使
っ

て
生
ま
れ
て
き
た
の
か
を
そ
れ
ぞ
れ

の
年
齢
に
合
わ
せ
た
表
現
と
内
容
で

伝
え
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
今

回
は
、
保
護
者
向
け
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

誕
生
学
と
は
…

親と子の教室
こどもを育て自分を育てる

（保育付き講座）
　地域に暮らす仲間と一緒に子育てを学び、自分自身の生き方を考
えてみませんか。

▽対象　幼児を育てている市民で、この教室に初めて参加する方。
※保育児は1歳以上

▽申込み等　下表のとおり。来館又は電話にて（同時の場合は、来
館者が優先）。

▽問合せ　各公民館

城山公民館第二公民館会場
6月1日～12月14日

全21回（原則毎回水曜日）
5月27日～12月2日

全21回（原則毎回金曜日）期間

午前10時～正午時間
各20名受講定員

15名14名保育定員
①乳幼児期の成長・発達を学ぶ
②集団の中で育つ意義を学ぶ
③自分自身の生き方を考える

主な内容

無料。ただし保育は、1回50円程度のおやつ代が必要費用
幼児教育の専門家・栄養士・消防署員等講師

5月17日（火）
午前10時から

5月17日（火）
午後1時から申込開始

※中央及び第三公民館は9月から開講予定。

保育者を派遣します（公民館保育室）
　乳幼児を持つ親御さんの学習活動を支援するため、公民館に登録
して保育室を利用しているグループの申請に基づき、保育者を公費
で派遣します。
　派遣開始は9月からとなります。

▽申請方法　各公民館にある申請書を提出。

▽提出期限　6月1日（水）

▽申込・問合せ　各公民館

「親子でリトミック」
　音楽と触れ合いながら、親子で楽しいひとときを過ごしませんか。

▽期日・時間・対象年齢・定員・申込受付日　下表のとおり

▽対象　市内在住で開催日に対象年齢に該当する幼児とその保護者

▽会場　第四児童館

▽参加費　無料

▽申込方法　下表の申込受付日から来館または
電話で受付（平日10時～正午・土日除く）
来館者優先・先着順

▽講師　ピッコロクラブ（リトミックを専門に教えている団体）

▽申込・問合せ　第四児童館

申込受付日定員対象年齢時間期日

5月16日
（月）

20組1歳～1歳5ヶ月10：00～10：30
5月30日
（月） 20組1歳6ヶ月～2歳未満10：35～11：05

30組2歳～3歳11：10～11：55

6月13日
（月）

20組1歳～1歳5ヶ月10：00～10：30
6月27日
（月） 20組1歳6ヶ月～2歳未満10：35～11：05

30組2歳～3歳11：10～11：55

　

待
望
の
あ
の
グ
ル
ー
プ
が
再
び
登

場
で
す
。
渋
い
ブ
ル
ー
ス
の
世
界
を

堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
期
日　

6
月　

日　
11

（土）

▽
時
間　

午
後
0
時　

分
〜
1
時

15

▽
会
場　

中
央
文
化
セ
ン
タ
ー

▽
出
演　

サ
ザ
ン
・
カ
ウ
ボ
ー
イ
・

ブ
ル
ー
ス
バ
ン
ド

▽
曲
目　

シ
ー
シ
ー
ベ
イ
ビ
ィ
、
エ

▲昨年のロビーコンサートの様子

ブ
リ
シ
ィ
ン
グ
･
ゴ
ナ
･
ビ
ー
・
オ

ー
ル
ラ
イ
ト　

他

▽
問
合
せ　

中
央
公
民
館

ロ
ビ
ー

コ
ン
サ
ー
ト

〜
ブ
ル
ー
ス
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か
〜

入場
無料

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

に
こ
に
こ健

康
体
操

〜
老
人
福
祉
館
〜

▲昨年の様子



第三公民館のつどい
中止のお知らせ

　5月21日（土）・22日（日）
に予定していた、第32回
第三公民館のつどいは、
東日本大震災の影響を考
慮し、中止としました。

� プ ラ ザ 主 催 事 業

ホール事業
内　容　等料　金日時公演名

《天空の城ラピュ
タ》《となりのト
トロ》のオリジナ
ル歌手、井上あず
みによる家族のた
めのコンサート。
0歳から入場可
（※託児なし）

全席自由
一般　　　　3，000円
高校生以下　1，500円
※親子セット券あり。
1歳未満で膝上鑑賞1名
まで無料。詳しくはお
問合せ下さい

6／26（日）
14時

井上あずみ
ファミリー
コンサート

事業の詳細・チケット購入・講座申込み方法は、稲城市立�プラザホ
ームページ（http://www.iplaza.inagi.tokyo.jp/）及び市内公共施設に
置いてある「�プラザインフォメーション」をご参照ください。

▽問合せ　稲城市立�プラザ　1331－1720

生涯学習・コミュニティ事業
募集
締切り対象・定員日　時講座名・受講料

6／17
（金）

一般
定員20名

①6／24（金）
②7／  1  （金）
③7／  8  （金）
④7／15（金）
⑤7／22（金）
⑥7／29（金）

各日19時～20時半
（⑤、⑥は30分の延
長あり）

生涯学習活動支援講座「地域デビュー応援講座」（全6回）
①いまこそ、地域デビューの時！
②地域への関わり方　一人で？仲間と？
③地域再発見！芸術文化でまちづくり
④キャリアを生かして地域に貢献
⑤第2のキャリアステージは地域にあり
⑥グループによる地域活動やコミュニティ・ビジネスの企画発表会
講師：細内　信孝（コミュニティビジネス総合研究所代表取締役所

長　法政大学大学院兼任講師）
受講料：無料。ただし、テキスト代として1，300円

7／8
（金）

小学生とその
保護者
2名1組
定員各コース
12組（24名）

①7／23（土）
②7／30（土）

午前のコース10時
～正午、または午後
のコース14時～16
時のいずれかをお選
び下さい

親子食育講座「お父さんと一緒に学ぶ食育講座」（全2回）
「こんだて作り」をテーマに、親子でお料理体験をしながら食の素
晴らしさや健康について学びます
①パパっとできる簡単料理　②休日に父子で楽しむ料理
講師：古家　敏光（食育指導師・小学生育成家）
受講料：無料。ただし、材料費として1組1，500円（2回分）

6／25
（土）

一般
定員30名

①7／10（日）
②7／17（日）
③7／24（日）

各日10時～11時半

歴史文化講座「多摩丘陵の戦争遺跡を考える～浅田次郎著“日輪の
遺産”の舞台となった多摩火工廠を中心に」（全3回）
①多摩火工廠（稲城市）の歴史を考える　②陸軍登戸研究所を考える
③連合艦隊日吉台地下壕を考える
講師：渡辺　賢二（明治大学文学部非常勤講師）
受講料：無料。ただし、資料代として500円

ギャラリー展示
生涯学習イベント　自然科学シリーズ写真展「いきもの発見！若葉台」

　豊かな自然と、生きものたちの姿をご紹介しながら地域の魅力を再
発見する写真展です。（入場無料）

▽会期　6／4（土）～12（日）

▽時間　10時～20時（初日は11時開場／最終日は18時閉場）

　

赤
ち
ゃ
ん
マ
ッ
サ
ー
ジ
は
、
マ
マ

と
お
子
さ
ん
の
愛
情
た
っ
ぷ
り
の
ス

キ
ン
シ
ッ
プ
で
す
。
ま
た
、
地
域
の

皆
さ
ん
と
お
友
達
に
な
り
交
流
を
深

め
る
良
い
機
会
に
な
り
ま
す
よ
。

▽
期
日　

6
月
2
日　

、
9
日　

、

（木）

（木）

　

日　

、　

日　

全
4
回

15

（水）

23

（木）

▽
時
間　

コ
ー
ス
①
午
前　

時
〜　

10

11

時
、
コ
ー
ス
②
午
前　

時
半
〜　

時

11

12

半※
右
記
①
、
②
の
い
ず
れ
か
1
コ
ー

ス▽
会
場　

第
二
文
化
セ
ン
タ
ー

▽
対
象　

①
市
内
在
住
の
方
②
申
し

込
み
時
、
月
齢
6
ヶ
月
以
内
の
ハ
イ

　

関
が
原
の
戦
い
で
豊
臣
方
に
勝

利
し
た
徳
川
家
康
は
、
政
治
の
主

導
権
を
握
り
、
慶
長
8
年
（
1
6

0
3
年
）
に
江
戸
に
幕
府
を
開
き

ま
す
。
さ
ら
に
二
度
に
わ
た
る
大

阪
の
陣
に
よ
っ
て
豊
臣
氏
を
滅
ぼ

し
、
江
戸
幕
府
の
基
礎
を
固
め
ま

す
。
家
康
は
関
東
入
国
（
1
5
9

0
年
）
直
後
か
ら
家
臣
へ
の
知
行

割
（
支
配
地
を
割
り
ふ
る
こ
と
）

を
す
す
め
、
中
世
以
来
続
い
て
い

た
郷
・
庄
の
単
位
よ
り
小
さ
な

「
村
」
を
基
準
と
し
て
検
地
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。

　

稲
城
市
域
で
も
村
が
行
政
単
位
と

し
て
把
握
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
江

戸
時
代
初
め
の
頃
に
は
矢
野
口
村
、

長
沼
村
、
大
丸
村
、
百
村
、坂
浜
村
、

平
尾
村
の
六
か
村
が
成
立
し
ま
し
た
。

以
降
江
戸
時
代
を
通
し
て
、
こ
の
枠

組
み
が
定
着
し
て
い
き
ま
す
。中
世
以

来
使
わ
れ
て
い
た 
小  
沢  
郷 
・

お 

ざ
わ 
ご
う

 
師
岡
庄 

も
ろ
お
か
の
し
ょ
う

と
い
う
名
称
は
し
だ
い
に
使
わ
れ
な

く
な
り
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
初
め
は
徳
川
氏
の
領
地

で
あ
っ
た
市
域
の
村
々
は
、
三
代
将

軍
家
光
の
頃
に
は
幕
府
の
家
臣
で
あ

る
旗
本
領
へ
と
次
々
に
変
わ
り
ま
す
。

彼
ら
は
村
の
領
主
と
し
て
、
代
々
支

配
を
続
け
ま
し
た
。

　

稲
城
市
域
の
村
々
は
、
江
戸
近
郊

の
農
村
で
、
戸
数　

〜　

戸
と
当
時

40

120

と
し
て
は
中
規
模
の
村
々
で
し
た
。

江
戸
時
代
後
期
の
文
政　

年
（
1
8

11

2
8
年
）
に
編
さ
ん
さ
れ
た
『
新
編

武
蔵
風
土
記
稿
』
に
は
六
か
村
の
位

置
・
自
然
条
件
・
寺
社
・
検
地
な
ど

の
様
子
が
具
体
的
に
記
さ
れ
、
六
か

村
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

村
の
中
で
は
、
村
方
三
役（
名
主
・

組
頭
・
百
姓
代
）
が
村
政
に
あ
た
り

ま
し
た
。
名
主
は
村
の
代
表
者
で
村

政
一
般
を
主
導
し
ま
し
た
。
組
頭
は

名
主
の
補
佐
役
で
、
村
の
有
力
農
民

が
数
名
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
百
姓
代

は
一
般
農
民
の
代
表
と
し
て
選
ば
れ

ま
し
た
。
彼
ら
村
役
人
は
、
村
民
の

郷
土
資
料
室
だ
よ
り
�　
 

江
戸
時
代
の
稲
城
の
村
々

30

代
表
で
あ
る
と
同
時
に
、
年
貢
・
諸

役
の
徴
収
や
治
安
維
持
な
ど
の
領
主

の
仕
事
の
一
部
を
担
い
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
領
主
支
配
の
な
か
で
、
大

量
の
文
書
が
作
成
・
授
受
さ
れ
ま
し

た
。
領
主
か
ら
の
「
お
触
れ
」や「
達

し
」
、
領
主
へ
の
報
告
、
村
運
営
に

関
わ
る
各
種
文
書
な
ど
様
々
で
す
。

　

郷
土
資
料
室
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
江

戸
時
代
の
支
配
や
生
活
の
様
子
を
示

す
各
種
の
古
文
書
や
関
係
す
る
資
料
、

写
真
パ
ネ
ル
な
ど
を
展
示
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 　
　

◇　
　
　

◇　
　
　

◇　

郷
土
資
料
室
コ
ー
ナ
ー

▽
場
所　

稲
城
市
向
陽
台
4－

6－

　

（
城
山
体
験
学
習
館
）

18▽
開
館
時
間　

午
前
9
時
〜
午
後
5

時▽
休
館
日　

第
四
月
曜
日
、
年
末

年
始
、
特
別
整
理
期
間

▽
問
合
せ　

生
涯
学
習
課

▲

江
戸
時
代
の
古
文
書
資
料

内容期日

オリエンテーション　子育てボランティアの楽しさ5月26日（木）

母親が抱える悩みを傾聴することの大切さ6月  2  日（木）

生命の尊さを振り返る6月  9  日（木）

子育てサポーターに挑戦！6月16日（木）

心を動かす絵本の読み聞かせテクニック6月23日（木）

オリジナルパネルシアターを作ろう
6月30日（木）

7月  7  日（木）

講座のまとめ7月14日（木）

期　日会　場

5／26（木）第一児童館

6／  9  （木）第二児童館

5／18（水）第三児童館

5／19（木）第四児童館

6／13（月）城山児童館

6／14（火）ｉプラザ

　

乳
幼
児
の
子
育
て
に
様
々
な
疑
問

や
悩
み
を
抱
え
た
お
母
さ
ん
は
、
そ

っ
と
寄
り
添
っ
て
く
れ
る
先
輩
お
母

さ
ん
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。
地
域

▽
時
間　

午
前　

時
半
〜　

時　

分

10

11

45

▽
対
象　

0
歳
か
ら
未
就
学
の
お
子

さ
ん
と
保
護
者
及
び
出
産
予
定
の
方

▽
問
合
せ　

第
四
公
民
館

ハ
イ
し
て
い
な
い
お
子
さ
ん
③
保
護

者
は
本
講
座
を
初
め
て
受
講
す
る
方

④
全
日
程
出
席
可
能
な
方

※
①
〜
④
全
て
に
該
当
す
る
方
が
対

象
と
な
り
ま
す
。

▽
定
員　

各
コ
ー
ス　

組（
先
着
順
）

10

▽
講
師　

草
間　

裕
子
氏
（
国
際
イ

ン
フ
ァ
ン
ト
マ
ッ
サ
ー
ジ
協
会
公
認

ト
レ
ー
ナ
ー
及
び
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
）

▽
参
加
費　

無
料

▽
申
込
方
法　

5
月　

日　

午
前　

19

（木）

10

時
か
ら
受
付
（
来
館
者
優
先
）

▽
申
込
・
問
合
せ　

第
二
公
民
館

ぐ
る
み
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
子
育
て

中
の
お
母
さ
ん
を
応
援
し
て
く
れ
る

方
を
募
集
し
ま
す
。

▽
期
日　

5
月　

日　

〜
7
月　

日

26

（木）

14

　

全
8
回

（木）▽
時
間　

午
前　

時
〜
正
午

10

▽
内
容　

下
表
の
と
お
り

▽
講
師　

永
野　

清
歌
氏
（
バ
ー
ス

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）
、
松
家　

ま

き
こ
氏
（
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
作
家
）

他▽
会
場　

第
四
文
化
セ
ン
タ
ー

▽
対
象　

市
内
在
住
の
成
人

▽
参
加
費　

実
費
（
パ
ネ
ル
シ
ア
タ

ー
制
作
費
）

▽
募
集
人
数　
　

名
（
先
着
順
）

15

▽
申
込
方
法　

5
月　

日　

午
前　

17

（火）

10

時
か
ら
受
付

▽
申
込
・
問
合
せ　

第
四
公
民
館

マ
マ
の
手
大
好
き

赤
ち
ゃ
ん

マ
ッ
サ
ー
ジ
教
室

子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

先
輩
マ
マ
の
皆
さ
ん
、

子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
っ
て

乳
幼
児
が
い
る
家
族
の
応
援
を

し
ま
せ
ん
か
♪

育
児
中
の
お
母
さ
ん
方

『
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
の
日
』

に
遊
び
に
き
ま
せ
ん
か



稲城市における特別支援教育
　特別支援教育とは、障害のある子どもたちの自立や社会参加に向けた主体的な取り組みを支援する視点に立ち、子どもたち一人

ひとりの教育的ニーズを把握し、そのもてる力を高め、生活や学習上の困難を改善したり克服したりするための適切な指導や必要

な支援を行うものです。

　稲城市教育委員会では、副籍制度や特別支援学級に在籍する子どもたちの支援、小・中学校の通常の学級に在籍する特別な支援

を必要とする子どもたちを対象とした支援事業等を行っています。

○特別支援学級
　特別支援学級には、固定学級と通級指導学級があります。固定学級とは、その学級に在籍し、毎日の学校生活を通して自立への力を養っていく学級です。
通級指導学級とは、通常の学級に在籍しながら週に1回程度通い、必要な支援を受ける学級です。
　稲城市の固定学級には、知的障害教育課程の稲城第三小学校「4組」、平尾小学校「なかよし学級」、稲城第一中学校「5組」と、自閉症・情緒障害教育
課程の稲城第一中学校「6組」があります。通級指導学級には、向陽台小学校の「コミュニケーションの教室」（情緒障害等）と「ことばの教室」（言語障
害）があります。

○通常の学級における取り組み
　稲城市では、全小・中学校（東京都からスクールカウンセラーが配置されている若葉台小学校を除く）に稲城市独自の特別支援指導補助員を配置していま
す。特別支援教育コーディネーター（教員）を中心とした校内委員会（各校に設置）と特別支援指導補助員が連携しながら、通常学級に在籍する子どもたち
に対して支援を行う体制をとっております。
　また、市教育委員会には、センターコーディネーター（臨床心理士）と特別支援教育専門の研修推進員を配置し、副籍制度を含めた特別支援教育全般につ
いて、各学校に対し指導・助言を実施するようにしています。
　これらの体制の機能をさらに充実し、稲城市の特別支援教育を推進していきます。

稲城市教育委員会
・センターコーディネーター（稲城市教育委員会の臨床心理士）

・特別支援教育研修推進員（特別支援教育の専門家）

支援助言指導

●特別支援学級（固定学級）
・稲城第三小学校
・平尾小学校
・稲城第一中学校

連携

連携

○ 副籍 制度
ふくせき

　副籍制度とは都立特別支援学校小・中学部に在籍する子どもが、居住する地域の公立小・中学校（地域指定校）に副次的な籍（副籍）をもち、様々な交流
を通して、居住する地域とのつながりの維持・継続を図る制度です。
　都立特別支援学校の子どもにとって、また、地域指定校の子どもにとっても、居住する地域の一員としての自覚の芽生えや、同世代の子どもとして、より
よい関係をつくることができ、双方の保護者にとっては、地域との連帯感を一層深め、地域のさまざまな情報を共有することができるとともに、互いに支援
をし合う場や機会も広がることが期待されています。

連携

・特別支援指導補助員

各小・中学校（通常の学級）
・特別支援教育 
コーディネーター
・校内委員会

●特別支援学級（通級指導学級）
・向陽台小学校

連携

お 詫 び と 訂 正
平成23年4月15日発行の第450号生涯学習だより「ひろば」【4面】右下「平成23年度　稲城市における子どもを育てる教育」
の図中、左下「学校では」の文言は、「地域では」の誤りでした。お詫びして訂正します。

間接的な交流

※「直接的な交流」を行う場合は、保護者の方が付き添います。
※児童・生徒の実態や保護者の希望、地域指定校の状況を踏まえ、在籍校
と地域指定校との間で十分に話し合い、一定の時間数の中で、具体的な交
流の内容を決めていきます。

〈副籍制度における交流〉

・学校だより ・学年だより
・学校行事等の案内 ・地域行事等の案内
・手紙
などを届けるとともに、相互の様々な情報を通して、交流を深めます。

直接的な交流
学習発表会等の学校行事への参加

を通して、交流を進めます。

教科等の授業への
参加や共同学習を
通して、交流を進
めます。

○○小学校
 

学校だより
○月号 

○○特別支
援学校 

学校だより
○月号 



大人体験塾へのお誘い
～今日1日、自分への

楽しい時間のプレゼント
（主催：クラフトＪＯＹ）

　今年も大人体験塾が始りました。
　6月は3つのチャレンジ！！　今日
から募集開始です。
　初めての方でも大丈夫。始めること
が第一歩。

◇革細工　マリオネット

▽日時　6月11日（土）
　　　　午前10時～午後4時

▽持ち物　筆記用具・エプロン・弁当

▽参加費　1，600円

▽講師　佐藤　日出子氏

▽募集人数　6名

▽応募締切　6月4日（土）

◇籐編み　透かし模様のバスケット
▽日時　6月18日（土）午前10時～午後4時

▽持ち物　筆記用具・ビニール袋大・エプ
ロン・弁当

▽参加費　3，000円

▽講師　松田　良子氏

▽募集人数　15名

▽応募締切　6月11日（土）

◇木工　おもちゃ作り　恐竜など

▽日時　6月25日（土）午前10時～午後4時

▽持ち物　筆記用具・エプロン・弁当

▽参加費　2，000円

▽講師　大崎　栄三氏

▽募集人数　5名

▽応募締切　6月18日（土）

☆展示コーナー
水彩画作品展（亀会）
　明るく、パワフルな先生の指導のも
とで、和やかに楽しく月1回の教室。
私達の日頃の成果を見てください。

▽期日　5月16日（月）～6月4日（土）

▽時間　午前9時～午後6時（初日は、午
後1時から、最終日は、午後3時まで）

第4回　城山絵画サークル展
　日本画、水彩画、油絵、鉛筆画等それぞ
れの画材での作品を展示します。
　1年間の活動をぜひご覧ください。

▽期日　6月5日（日）～19日（日）

▽時間　午前9時～午後6時（初日は、午後
1時から、最終日は、午後4時まで）

◆会場は城山体験学習館です。　

▽予約・問合せ　城山体験学習館
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ポ
ー
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ク
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ク
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ク
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ク
ラ
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「
誰
で
も
」
「
い
つ
で
も
」
「
色

ん
な
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
」
を
キ

ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
地
域
で
楽
し
め

る
ス
ポ
ー
ツ
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
と
ば
と
心
の
発
達
の
し
く
み

を
解
き
明
か
す
研
究
に
参
加
し
て

下
さ
る
0
〜　

ヶ
月
児
と
保
護
者

30

の
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
会
員

の
方
に
は
月
齢
に
応
じ
た
調
査
を

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
縄
文
文
化
と
南
山
遺
跡
」

稲
城
の
里
山
と
史
跡
を
守
る
会

　

日
本
の
縄
文
文
化
の
評
価
が
高
ま

っ
て
い
ま
す
。
南
山
は
、
た
く
さ
ん

第
４
回
わ
く
わ
く

　
　
　
　
　

ウ
オ
ー
キ
ン
グ

▼
期
日　

5
月　

日　
28

（土）

▼
時
間　

午
前
9
時　

分
〜
正
午

15

（
午
前
9
時
若
葉
台
交
番
横
集
合
、

唐
木
田
解
散
）

▼
コ
ー
ス　

若
葉
台
か
ら
よ
こ
や
ま

の
道
（
約　

キ
ロ
）

10

▼
対
象　
　

キ
ロ
程
度
歩
け
る
方

10

▼
定
員　
　

名
50

▼
参
加
費
（
1
回
）　

会
員
三
〇
〇

円
（
保
険
料
含
む
）
・
非
会
員
五
〇

〇
円
（
保
険
料
含
む
）

※
参
加
者
全
員
で
歩
き
ま
す
。
当
日

参
加
可
（
な
る
べ
く
事
前
に
申
込
み

く
だ
さ
い
。
）

▼
期
日　

5
月　

日
、
6
月
5
日
、

29

　

日
、
7
月
3
日　

各
日
曜
日

19 骨
盤
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
講
習
会

▼
時
間　

午
後
3
時　

分
〜
5
時　

45

15

分▼
会
場　

総
合
体
育
館　

▼
対
象　
　

代
か
ら　

代
ま
で
の
健

20

60

康
な
方

▼
定
員　
　

名
（
先
着
順
）

20

▼
内
容　

ス
ト
レ
ッ
チ
ポ
ー
ル
で
体

の
歪
み
を
良
い
方
向
へ
整
え
た
後
、

股
関
節
か
ら
の
歩
き
を
骨
盤
に
の
せ

て
歩
く
こ
と
に
よ
っ
て
無
理
な
い
美

し
い
歩
き
を
身
に
つ
け
て
い
き
ま
す
。

特
に
日
頃
ヒ
ー
ル
で
歩
く
方
に
お
奨

め
の
講
習
会
で
す
。

▼
参
加
費　

会
員
二
、
〇
〇
〇
円
・

一
般
4
回
二
、
八
〇
〇
円
（
出
来
る

だ
け
4
回
参
加
で
き
る
方
を
優
先
）

1
回
の
み
の
参
加
の
方
（
会
員　

六

〇
〇
円
・
一
般　

八
〇
〇
円
）
当
日

会
場
に
て
徴
収　

▼
持
ち
物　

上
履
き
、
飲
み
物
、
タ

オ
ル

▼
申
込
締
切　

5
月　

日　
25

（水）

〔
共
通
事
項
〕

▼
申
込
・
問
合
せ　

住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
年
齢
、
性
別
、
事
業
名

を
明
記
の
上
、
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル

で
左
記
ま
で
お
申
込
下
さ
い
。

1（　

）8
8
6
6
（
火
〜
金　

正
午

331
〜
午
後
4
時
）

ｉ
ク
ラ
ブ
メ
ー
ル　

in
ag
i

‐i.clu
b

@
n
ifty.co

m
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赤
ち
ゃ
ん
ラ
ボ
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会
員
募
集

玉
川
大
学

赤
ち
ゃ
ん
ラ
ボ

会
員
募
集

ご
案
内
し
、
ご
都
合
の
よ
い
日
時

に
大
学
内
赤
ち
ゃ
ん
ラ
ボ
に
お
越

し
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
協
力
者
に

交
通
費
と
記
念
品
を
差
し
上
げ
ま

す
。
ご
登
録
手
順
・
調
査
内
容
・

個
人
情
報
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

h
ttp
://w

w
w
.ta
m
a
g
a
w
a
.

ac.jp
/b
rain
/b
ab
y/

▽
問
合
せ　

玉
川
大
学
赤
ち
ゃ
ん

ラ
ボ
1　
（　

）8
4
9
4（
斉
藤
）

042
739

公
開
講
演

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
見
た

日
本
の
近
代
文
化
」

稲
城 
稲  
門  
会 

と
う 
も
ん 
か
い

　

講
師
は
英
国
出
身
早
稲
田
大
学
国

際
教
養
学
部
教
授
ポ
ー
ル
・
ス
ノ
ー

ド
ン
氏
。
お
も
し
ろ
い
ク
イ
ズ
の
形

で
日
本
人
と
違
う
視
点
か
ら
見
て
日

本
社
会
・
文
化
を
語
り
ま
す
。
現
代

の
日
本
を
代
表
す
る
の
は
、
「
侍
」

な
の
か
、
「
着
物
」
な
の
か
、
「
エ

コ
ノ
ミ
ッ
ク
・
ア
ニ
マ
ル
」な
の
か
、

「
ア
ニ
メ
や
ゲ
ー
ム
」
な
の
か
？
楽

し
く
て
分
か
り
や
す
い
話
で
す
。

▼
期
日　

6
月　

日　

▼
時
間　

午

11

（土）

後
2
時　

分
〜
3
時　

分
▼
会
場　

15

45

城
山
体
験
学
習
館
▼
対
象　

ど
な
た

で
も
▼
参
加
費　

無
料
▼
連
絡
先　

石
井
1　
（
1
2
2
9
）8
3
9
5

080

第　

回
鼓
遊

１３
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト

和
太
鼓
の
会　

鼓
遊

　

『
林
英
哲　

風
雲
の
会
』
の
メ
ン

バ
ー
で
あ
る
田
代
誠
さ
ん
を
ゲ
ス
ト

に
迎
え
、
ま
た
友
遊
ク
ラ
ブ
の
皆
さ

ん
に
も
特
別
出
演
を
い
た
だ
き
、
和

太
鼓
の
演
奏
を
行
い
ま
す
。
入
場
料

の
純
益
は
、
東
日
本
大
震
災
復
興
支

援
と
し
て
日
本
赤
十
字
社
へ
全
額
寄

付
い
た
し
ま
す
。

▼
期
日　

6
月　

日　

▼
時
間　

午

12

（日）

後
3
時
半
（
開
場
）、
午
後
4
時（
開

演
）
▼
会
場　

駒
沢
学
園
記
念
講
堂

▼
入
場
料　

（
前
売
）
一
、
〇
〇
〇

円
・
（
当
日
）
一
、
二
〇
〇
円
・
中

学
生
以
下
無
料
▼
そ
の
他　

稲
城
駅

よ
り
路
線
バ
ス
の
増
発
有
。
二
〇
〇

円
▼
後
援　

稲
城
市
、
稲
城
市
教
育

委
員
会
、
稲
城
市
芸
術
文
化
団
体
連

合
会
ほ
か
▼
連
絡
先　

木
崎
1（　

）
377

5
9
6
8

常
備
菜
と
お
弁
当

お
か
ず
の
料
理
講
習
会

生
活
ク
ラ
ブ
生
協
ま
ち
稲
城

　

国
産
原
料
と
無
添
加
に
こ
だ
わ
っ

た
調
味
料
や
低
農
薬
野
菜
を
使
っ
て

毎
日
の
献
立
に
役
立
つ
常
備
菜
と
お

弁
当
に
適
し
た
お
か
ず
を
作
り
ま
す
。

▼
期
日　

5
月　

日　

▼
時
間　

午

31

（火）

前　

時
〜
午
後
1
時
▼
会
場　

城
山

10
文
化
セ
ン
タ
ー
▼
対
象　

市
内
在
住

の
方
▼
参
加
費　

五
〇
〇
円
（
材
料

代
含
む
）
▼
託
児　

三
〇
〇
円
（
要

申
込
）
▼
定
員　
　

名
▼
連
絡
先　

15

三
澤
1　
（　

）4
3
7
2

042
798

の
縄
文
遺
跡
が
発
掘
さ
れ
ま
し
た
。

縄
文
の
人
々
の
暮
ら
し
と
「
稲
城
5

0
0
0
年
の
伝
統
」
を
学
び
合
い
ま

す
。

▼
期
日　

5
月　

日　

▼
時
間　

午

22

（日）

後
1
時
〜
5
時
▼
会
場　

地
域
振
興

プ
ラ
ザ
▼
講
師　
 
十
菱  
駿
武 
氏
（
山

じ
ゅ
う
び
し 
し
ゅ
ん
ぶ

梨
学
院
大
学
教
授
）
他
▼
対
象　

ど

な
た
で
も
▼
参
加
費　

三
〇
〇
円（
資

料
代
）
▼
連
絡
先　

市
村
1（　

）6
378

4
0
3

第
８
回
国
際
交
流
さ
ろ
ん

「
今
ど
き
の
中
国
」

稲
城
国
際
交
流
の
会

　

中
国
と
日
本
を
比
較
し
て
文
化
や

生
活
な
ど
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
期
日　

5
月　

日　

▼
時
間　

午

22

（日）

後
1
時
半
〜
3
時
半
▼
会
場　

中
央

文
化
セ
ン
タ
ー
▼
講
師　
 
趙 　
 
方  
任 

ち
ょ
う 

ほ
う 
じ
ん

氏
▼
対
象　

ど
な
た
で
も
▼
参
加
費 

無
料
▼
連
絡
先　

石
黒
1（　

）4
0

377

2
3

パ
ソ
コ
ン
講
座

パ
ソ
コ
ン
楽
ら
く
ク
ラ
ブ

▼
講
座
・
日
時
・
内
容　

左
表
の
と

お
り
▼
会
場　

中
央
文
化
セ
ン
タ
ー

▼
そ
の
他　

パ
ソ
コ
ン
の
持
込
歓
迎

社
交
ダ
ン
ス
無
料
体
験
会

ソ
シ
ア
ル
ダ
ン
ス 
輝 

か
が
や
き

▼
期
日　

5
月　

・　

日
各
木
曜
日

19

26

▼
時
間　

午
後
1
時
半
〜
3
時
▼
会

場　

第
三
文
化
セ
ン
タ
ー
▼
対
象　

成
人
（
女
性
歓
迎
）
▼
講
師　

岡
野

正
子
氏（A

J
D
T
D
S
C

公
認
教
師
）・

初
心
者
に
も
丁
寧
に
指
導
し
ま
す
。

▼
連
絡
先　

小
沢
1（　

）8
8
2
0

401

大
人
の
た
め
の

　
　
　

お
は
な
し
会

お
は
な
し
の
城

▼
期
日　

5
月　

日　

▼
時
間　

午

17

（火）

前　

時
半
〜
正
午
▼
会
場　

中
央
図

10
書
館
▼
対
象　

ど
な
た
で
も
▼
参
加

費　

無
料
▼
そ
の
他　

保
育
な
し
※

4
月
に
計
画
停
電
の
た
め
中
止
し
た

お
は
な
し
会
を
再
度
企
画
し
ま
し
た
。

▼
連
絡
先　

高
橋
1（　

）0
9
3
3

378

申込日開催日時内容講座名

5月19日（木）
    　21日（土）

5月28日（土）
6月  4  日（土）
※2回連続
午後1時～4時

ワードの図形描画ツール
で誰でも簡単に本格的な
絵が描けます。

ワードで絵手紙
講座

5月19日（木）
    　21日（土）
    　28日（土）

6月  2  日（木）
午後1時～4時

パソコンのメンテナンス
やデータ整理等の知識を
深めたい方の講座です。

パソコン・ステ
ップアップ講座

※受講料　各講座とも1，000円。　※定員　各講座とも先着10名。
※申込方法　申込日の午前10時～正午に受講料を添えて中央文化センター4
階展示室まで。
※問合せ　藤田1090－3130－5824
※ホームページ（http://ipaso.moo.jp/）はipasoで検索できます。

第　

回
定
期
演
奏
会

24稲
城
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団

▼
期
日　

6
月
5
日　

▼
時
間　

午

（日）

剣
道
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か

小
中
学
生
大
募
集

稲
城
中
央
剣
友
会

▼
期
日　

毎
週
木
曜
日
▼
時
間　

午

後
7
時
半
〜
8
時
半
▼
会
場　

総
合

体
育
館
▼
対
象　

小
学
生
〜
成
人

（
初
心
者
大
歓
迎
）
▼
会
費　

小
中

学
生
二
、
〇
〇
〇
円
（
月
額
）
・
高

校
生
以
上
八
、
〇
〇
〇
円
（
年
額
）

▼
そ
の
他　

節
電
の
為
、
稽
古
時
間

の
変
更
が
あ
り
ま
す
。
見
学
・
体
験

随
時
行
っ
て
い
ま
す
。
お
問
合
せ
下

さ
い
。
▼
連
絡
先　

佐
藤
1　

（
9

090

8
3
7
）
7
7
9
4

男
子
小
学
生
バ
レ
ー

　
　
　
　

メ
ン
バ
ー
募
集

稲
城
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

▼
期
日　

毎
週
土
・
日
曜
日
、
祝
日

▼
時
間　

午
後
1
時
〜
4
時
▼
会
場 

第
三
小
学
校
・
第
四
小
学
校
▼
会
費 

一
、
〇
〇
〇
円
（
月
額
）
▼
連
絡
先 

矢
嶋
1（　

）6
4
7
6

379

城 山 体 験 学 習 館

後
1
時
半
（
開
場
）、
午
後
2
時（
開

演
）
▼
会
場　

パ
ル
テ
ノ
ン
多
摩
▼

曲
目　

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
／
交
響
曲

第
7
番
・
フ
ォ
ー
レ
／
組
曲
「
ド
リ

ー
」
他
▼
指
揮　

松
田
拓
之
氏
▼
入

場
料　

五
〇
〇
円
（
当
日
券
あ
り
）

▼
連
絡
先　

渡
辺
1（　

）2
6
2
0

377



稲城市立中央図書館 
向陽台４－６－１８  
　　　　　1３７８－７１１１  
　　　　　6３７８－７１６２ 

城山体験学習館 
（中央図書館併設） 
　　　　　1３７８－７１００ 

休館日 

　毎月第四月曜日 
　年末年始・特別整理期間 
 

第一図書館　　東長沼２１１１ 

 　  　　　　  1３７７－２１２３ 

 　  　　　　  6３７８－９６１２ 

第二図書館　　矢野口１７８０ 

　　　　　1/6３７７－１８６６ 

第三図書館　　平尾１－２０－５ 

　　　　　1/6３３１－１４３９ 

第四図書館　　東長沼２７１ 

　　　　　1/6３７８－２４０１ 

休館日 
　毎週月曜日･祝日 
　年末年始・特別整理期間 

　プラザ図書館 

若葉台２－５－２ 
 　  　　　　  1３３１－１７３１ 
 　  　　　　  6３３１－１７１６ 

休館日 
　第二・四月曜日 
※祝日と重なるときは翌日 
　年末年始・特別整理期間 

あい 

新
し
く
入
っ
た
本
で
す
。

す
で
に
貸
出
中
の
も
の
も
あ
り
ま

す
。
目
の
不
自
由
な
方
は
、
音
訳

サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

お
ひ
ざ
に
だ
っ
こ
の
お
は
な
し
会

幼
児
を
対
象
に
絵
本
や
紙
芝
居
等

の
読
み
聞
か
せ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

中
央
図
書
館　

毎
週
金
曜
日

　
　
　
　
　
　

午
前　

時
〜　

時
半

11

11

第
一
図
書
館　

第
1
、
2
、
3

　
　
　
　
　
　

金
曜
日　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

午
前　

時
半
〜　

時

10

11

第
二
図
書
館　

毎
週
水
曜
日

　
　
　

乳
児　

午
前　

時　

分
〜

10

15

　
　
　

幼
児　

午
前　

時　

分
〜

10

50

（
6
月
1
日
は
お
休
み
）

第
三
図
書
館　

毎
週
金
曜
日

　
　
　
　
　
　

午
前　

時
半
〜　

時

10

11

第
四
図
書
館　

第
1
金
曜
日　
　

　
　
　
　
　
　

午
前　

時
半
〜　

時

10

11

�
プ
ラ
ザ
図
書
館

　
　
　
　
　
　

毎
週
水
曜
日

　
　
　
　
　
　

午
前　

時
〜　

時
半

11

11

中
央
図
書
館　

毎
週
水
曜
日

　
　
　
　
　
　

午
後
3
時
〜
3
時
半

第
二
図
書
館　

5
月　

日　
19

（木）

　
　
　
　
　
　

午
後
3
時

第
四
図
書
館　

毎
週
火
曜
日

　
　
　
　
　
　

午
後
3
時
半
〜
4
時

�
プ
ラ
ザ
図
書
館

　
　
　
　
　
　

毎
週
水
曜
日

　
　
　
　
　
　

午
後
3
時
〜
3
時
半

え

ほ

ん

の

じ

か

ん

中
央
図
書
館　

お
は
な
し
の
会

ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ

☆
5
月　

日　
28

（土）

☆
6
月
4
日　

、　

日　

（土）

11

（土）

各
日
午
後
3
時
〜

小
学
生
向
け

幼

児

向

け

第
三
身
分
と
は
何
か　
　

シ
ィ
エ
ス

ド
ロ
ボ
ー
公
務
員　
　
　

若
林
亜
紀

消
防
法　
　
　
　
　
　
　

山
田
信
亮

貧
困
都
政　
　
　
　
　
　

永
尾
俊
彦

天
皇
財
閥　
　
　
　
　
　

吉
田
祐
二

人
が
人
を
裁
く
と
い
う
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
坂
井
敏
晶

パ
ル
判
事　
　
　
　
　
　

中
里
成
章

２
０
１
２
年
の
大
逆
転　
　

浅
井
隆

組
織
の
思
考
が
止
ま
る
と
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

郷
原
信
郎

年
収
１
億
円
思
考　
　
　
　

江
上
治

潜
入
ル
ポ
ヤ
ク
ザ
の
修
羅
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
智
彦

6月　映画会

父と暮せば
黒木和雄／監督
宮沢りえ　ほか／出演

▽日時　6月4日（土）
　　　　午後1時45分開場

▽上映時間　午後2時～（99分）

▽会場　城山体験学習館　視聴覚室

▽対象　一般50名（先着順）

臨時休館のお知らせ

○特別整理による休館

　中央図書館　5月23日（月）～26日（木）
　第一～第四　5月27日（金）～6月2日（木）
　�プラザ図書館　5月16日（月）～19日（木）

▽ブックポストは利用できます。

▽貸出ロッカー（中央館）は、利用できません。

第三図書館
雑誌リサイクル

　保存年月の過ぎた雑誌と寄贈
図書を差し上げます。

▽日時　6月4日（土）から休館
日を除く1週間程度。図書館
の開館時間内におこないます。

▽問合せ　第三図書館

キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
時
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木
俊
尚

作
る
・
書
く
・
直
す
Ｐ
Ｄ
Ｆ
バ
イ
ブ

ル　
　
　
　
　
　

日
経
Ｐ
Ｃ　

／
編

２１

科
学
で
ひ
も
と
く
た
の
し
い
静
電
気

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
柳
真

デ
ザ
イ
ン
の
骨
格　
　
　

山
中
俊
治

ミ
ル
ク
世
紀　
　
　
　
　

寄
藤
文
平

生
徒
会
の
水
際　
　
　
　

葵
せ
き
な

子
子
家
庭
の
身
代
金　
　

赤
川
次
郎

螢
の
城　
　
　
　
　
　
　

秋
月
達
郎

統
ば
る
島　
　
　
　
　
　

池
上
永
一

煙
が
目
に
し
み
る　
　
　

石
川
渓
月

剋　

戦
国
鎌
倉
悲
譚　
　
　

伊
東
潤

ハ
ニ
ー
ズ
と
八
つ
の
秘
め
ご
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
上
荒
野

旗
本
始
末　
　
　
　
　
　

上
田
秀
人

レ
デ
ィ
・
ガ
ン
ナ
ー
外
伝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

茅
田
砂
胡

ラ
ブ
・
ケ
ミ
ス
ト
リ
ー　

喜
多
喜
久

オ
ー
シ
テ
ィ　
　
　
　
　

木
下
半
太

黒
う
さ
ぎ
た
ち
の
ソ
ウ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
村
紅
美

オ
ジ
い
サ
ン　
　
　
　
　

京
極
夏
彦

唐
傘
一
本　
　
　
　
　
　

小
松
重
男

モ
ッ
プ
の
精
と
二
匹
の
ア
ル
マ
ジ
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

近
藤
史
恵

決
着　
　
　
　
　
　
　
　

佐
伯
泰
英

ビ
リ
ジ
ア
ン　
　
　
　
　

柴
崎
友
香

サ
イ
コ
パ
ス　
　
　
　
　

柴
田
哲
孝

隠
蔽
工
作　
　
　
　
　
　
　

志
摩
峻

華
麗
な
る
欺
き　
　
　
　

新
堂
冬
樹

柳
生
十
兵
衛
秘
剣
考　
　
　

高
井
忍

遠
に
呱
々
泣
く
八
重
の
繭　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
里
椎
奈

か
ら
ま
る　
　
　
　
　
　
　

千
早
茜

ぼ
く
か
ら
遠
く
離
れ
て　
　

辻
仁
成

花
な
ら
ば
花
咲
か
ん　
　

中
村
彰
彦

裏
閻
魔　
　
　
　
　
　
　

中
村
ふ
み

連
続
殺
人
鬼
カ
エ
ル
男　

中
山
七
里

円
卓　
　
　
　
　
　
　
　

西
加
奈
子

Ｃ
Ｏ
命
を
手
渡
す
者　
　

秦
建
日
子

国
道
沿
い
の
フ
ァ
ミ
レ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

畑
野
智
美

恋
し
ぐ
れ　
　
　
　
　
　
　

葉
室
麟

桃
ほ
こ
ろ
び
て　
　
　

早
瀬
詠
一
郎

放
課
後
は
ミ
ス
テ
リ
ー
と
と
も
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
川
篤
哉

犠
牲
に
あ
ら
ず　
　
　
　

藤
野
眞
功

娘
秘
剣　
　
　
　
　
　
　

細
谷
正
充

人
形
遣
い
の
影
盗
み　
　

三
木
笙
子

聖
域
の
亡
者　
　
　
　
　

渡
辺
裕
之

古
道
具
屋
皆
塵
堂　
　
　

輪
渡
颯
介

冷
血
の
彼
方　
　
　
　

ジ
ェ
ネ
リ
ン

チ
ェ
ス
を
す
る
女　
　

ヘ
ン
リ
ヒ
ス

晴
れ
た
日
に
は
鏡
を
わ
す
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
木
寛
之

完
全
な
る
首
長
竜
の
日　
　

乾
緑
郎

人
質
の
朗
読
会　
　
　
　

小
川
洋
子

保
身　
　
　
　
　
　
　
　

小
杉
健
治

警
視
庁
Ｆ
Ｃ　
　
　
　
　
　

今
野
敏

無
花
果
の
実
の
な
る
こ
ろ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
條
奈
加

冥
府
小
町　
　
　
　
　

澤
田
ふ
じ
子

そ
う
い
う
も
の
だ
ろ
、
仕
事
っ
て
い

う
の
は　
　
　
　
　
　
　
　

重
松
清

お
し
ま
い
の
デ
ー
ト　

瀬
尾
ま
い
こ

ト
モ
ス
イ　
　
　
　
　

高
樹
の
ぶ
子

散
り
残
る　
　
　
　
　
　

田
牧
大
和

淡
雪
記　
　
　
　
　
　
　
　

馳
星
周

ワ
タ
ク
シ
ハ　
　
　
　
　

羽
田
圭
介

迎
撃
せ
よ　
　
　
　
　
　

福
田
和
代

夢
で
逢
い
ま
し
ょ
う　
　

藤
田
宜
永

春
色
恋
ぐ
る
い　
　
　
　

諸
田
玲
子

塩
麹
と
甘
酒
の
お
い
し
い
レ
シ
ピ

　
　
　
　
　
　

タ
カ
コ
・
ナ
カ
ム
ラ

辰
巳
芳
子
ス
ー
プ
の
手
ほ
ど
き
洋
の

部　
　
　
　
　
　
　
　
　

辰
巳
芳
子

中
学
・
高
校
生
の
お
弁
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
田
淳
子

ホ
ー
ム
ベ
ー
カ
リ
ー
で
白
神
こ
だ
ま

酵
母
パ
ン　
　
　
　
　
　

土
屋
利
奈

シ
ン
プ
ル
を
極
め
る　
　

ロ
ー
ホ
ー

涅
槃
図
物
語　
　
　
　
　

竹
林
史
博

押
し
花
コ
ラ
ー
ジ
ュ
ブ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
野
美
紗
子

逆
行　
　
　
　
　
　
　
　

尾
原
史
和

か
わ
い
い
！
折
り
紙
ド
ー
ル
ハ
ウ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
口
真

フ
ル
ト
ヴ
ェ
ン
グ
ラ
ー　

奥
波
一
秀

歌
謡
曲　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
護

名
セ
リ
フ
ど
ろ
ぼ
う　
　

竹
内
政
明

信
じ
る
力　
　
　
　
　
　

大
畑
大
介

本
に
埋
も
れ
て
暮
ら
し
た
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

桜
庭
一
樹

肖
像
画
で
読
み
解
く
世
界
の
王
室
物

語　
　
　
　
　

新
人
物
往
来
社
／
編

面
白
が
る
思
考　
　
　
　

山
梨
広
一

突
撃
！
ロ
ン
ド
ン
に
家
を
買
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
形
慶
子

あ
べ
弘
士
の
動
物
よ
も
や
ま
ば
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
べ
弘
士

「
絵
の
あ
る
」
岩
波
文
庫
へ
の
招
待

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
崎
重
盛

こ
ど
も
の
発
想
。　
　
　

天
久
聖
一

ホ
・
オ
ポ
ノ
ポ
ノ
ラ
イ

　
　
　
　
　

ラ
フ
ァ
エ
ロ
ヴ
ィ
ッ
チ

千
思
万
考　
　
　
　
　

黒
鉄
ヒ
ロ
シ

平
安
朝
の
悪
女
た
ち　
　

三
田
誠
広

命
の
バ
ト
ン　
　
　
　

大
元
よ
し
き

ま
ご
こ
ろ
の
人
辰
巳
浜
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

辰
巳
浜
子

プ
ロ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
「
伝
え
る
技

術
」　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
川
顕

王
朝
文
学
の
楽
し
み　

尾
崎
左
永
子

と
っ
て
お
き
寄
席
！

　
　
　

柳
家
た
っ
ぷ
り
二
時
間
半

Ｄ
Ｖ
Ｄ
登
山
学
校　

１
〜
６

ウ
ル
ト
ラ
セ
ブ
ン　

１
〜　
１２

犬
と
猫
と
人
間
と　
　
　

飯
田
基
晴

文
学
部
が
な
く
な
る
日　

倉
部
史
記

東
京
考
現
学
図
鑑　
　
　

今
和
次
郎

墓
は
、
造
ら
な
い　
　
　

島
田
裕
巳

海
戦　
　
　
　
　

世
界
戦
史
研
究
会

日
本
人
が
知
ら
な
い
ウ
ィ
キ
リ
ー
ク

ス　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林
恭
子

も
し
も
日
本
が
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ

た
ら
！　
　
　
　
　
　
　

小
川
和
久

ア
グ
リ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
和
田
順
子

し
ま
む
ら
と
ヤ
オ
コ
ー　

小
川
孔
輔

ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
の
歴
史　
　

ス
ミ
ス

リ
ッ
ツ
・
カ
ー
ル
ト
ン
超
一
流
サ
ー

ビ
ス
の
教
科
書　

イ
ン
ギ
レ
ア
リ
ー

社
会
の
真
実
の
見
つ
け
か
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堤
未
果

世
界
に
つ
い
て　
　
　
　

戸
田
剛
文

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
の
完
全
支
配

　
　

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
イ
ン
グ
ド
ー
ル

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
基
礎
知
識

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
浦
文
夫

共
用
品
と
い
う
思
想　
　

後
藤
芳
一

量
子
も
つ
れ
と
は
何
か　
　

古
澤
明

か
ぜ
の
科
学　
　
　

ア
ッ
カ
ー
マ
ン

図
解
・
地
下
鉄
の
科
学　

川
辺
謙
一

古
民
家
遊
　々
　
　
　

講
談
社
／
編

絶
対
に
ゆ
る
ま
な
い
ネ
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

若
林
克
彦

私
が
愛
し
た
自
転
車
パ
ー
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
堀
剛

身
近
な
電
線
の
は
な
し

　
　

電
線
総
合
技
術
セ
ン
タ
ー
／
編

一
歩
先
の
ク
ラ
ウ
ド
戦
略

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
野
隆
司

プ
ロ
が
教
え
る
船
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

　
　
　
　
　
　
　

池
田
良
穂
／
監
修

エ
コ
ク
ラ
フ
ト
で
作
る
石
畳
編
み
の

か
ご
と
バ
ッ
グ　
　
　
　

木
原
基
子

音
楽
で
人
は
輝
く　
　
　

樋
口
裕
一

縦
横
無
尽
の
文
章
レ
ッ
ス
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
田
喜
代
子

文
学
館
を
考
え
る　
　
　
　

中
村
稔

わ
れ
ら
新
鮮
な
旅
人　
　
　

長
田
弘

ジ
ー
ノ
の
家　
　
　
　
　

内
田
洋
子

へ
っ
ぽ
こ
先
生
そ
の
他　

永
井
龍
男

ス
ピ
ン
ク
日
記　
　
　
　
　

町
田
康

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
十
大
小
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
村
榮
一

や
わ
ら
か
な
レ
タ
ス　
　

江
國
香
織

お
徳
用
愛
子
の
詰
め
合
わ
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
愛
子

ナ
マ
ズ
の
幸
運
。　
　
　

川
上
弘
美

身
体
（
か
ら
だ
）
の
い
い
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
澤
旬
子

江
上
剛
の「
行
っ
て
、
見
て
、
聞
く
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

江
上
剛




